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新冠町の予算
今年度の新冠町の財布の中身は？
総額73億3639万円の使いみち！

一般会計歳入予算
　
今
年
度
の
当
初
予
算
総
額
は
、
一
般
会
計

と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
る
と
　
億
3
6
3

73

9
万
円
と
な
り
、
平
成
　
年
度
と
比
較
す
る

23

と
1
億
3
9
2
2
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
う
ち
一
般
会
計
は
、
昨
年
度
よ
り
6

8
0
0
万
円
少
な
い
　
億
6
2
0
0
万
円
、

49

特
別
会
計
6
会
計
の
合
計
は
、
昨
年
度
よ
り

2
億
7
2
2
万
円
多
い
　
億
7
4
3
9
万

23

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

平
成
　
年
度
の
町
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

24

今
年
度
の
一
般
会
計
に
お
け
る
当
初
予
算
総
額
は
、
昨
年
度
よ
り
1
・
4
％
減
の
　49

億
6
2
0
0
万
円
と
な
り
、
5
年
ぶ
り
に
　
億
円
台
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

40

一
般
会
計
に
関
す
る
説
明

纂
は
じ
め
に

　
予
算
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
第
５
次
新
冠

町
総
合
計
画
の
将
来
像
で
あ
る

「
笑
顔
あ
ふ

れ
る
供
レ
・
コ
ー
ド
な
ま
ち
僑
に
い
か
っ
ぷ
」

を
目
指
す
と
と
も
に
、
真
に
必
要
な
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
確
保
し
、
将
来
に
向
け

て
持
続
的
に
発
展
し
て
行
く
た
め
、
歳
入
に

見
合
っ
た
歳
出
、
い
わ
ゆ
る

「
入
る
を
量
り

て
出
ず
る
を
制
す
」
を
基
本
と
し
、
各
分
野

に
お
け
る
具
体
的
施
策
の
実
現
に
向
け
予
算

措
置
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

仔
歳
入
予
算

　
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
地
方
交
付
税

に
お
い
て
、
近
年
の
交
付
傾
向
を
考
慮
し

１
・
４
％
増
の
　
億
２
１
0
0
万
円
を
見
込

２９

ん
で
お
り
ま
す
。

　
一
方
自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
町
税
に
お
い

て
は
、
個
人
町
民
税
に
お
け
る
年
少
扶
養
控

除
の
改
正
に
よ
る
微
増
は
あ
る
も
の
の
、
引

き
続
き
景
気
の
低
迷
に
よ
る
法
人
町
民
税
の

減
額
、
評
価
替
え
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減

額
な
ど
も
あ
り
、
全
体
で
対
前
年
度
予
算

２
・
９
％
減
の
５
億
６
４
0
0
万
円
で
見
込

ん
で
お
り
ま
す
。

仔
歳
出
予
算

　
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
防
災
対
策
関
係

費
を
更
に
見
直
し
、
沿
岸
部
の
津
波
対
策
に

お
け
る
避
難
経
路
の
確
保
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
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一般会計歳出予算

プ
の
作
成
や
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
耐
震

化
調
査
な
ど
を
予
算
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま

１９

２３

で
の
５
年
間
で
実
施
し
て
き
た
定
住

・
移
住

対
策
に
お
い
て
も
一
定
の
成
果
が
表
れ
て
お

り
、
引
き
続
き
新
冠
町
と
し
て
人
口
確
保
の

取
組
を
優
先
課
題
と
し
、
新
た
に
定
住

・
移

住
支
援
対
策
、
定
住

・
移
住
促
進
団
地
整
備

事
業
を
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
『
第
１
次
産
業
の
ま
ち
』
で
あ
る

こ
と
を
念
頭
に
、
和
牛
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や

地
域
産
業
６
次
化
推
進
事
業
へ
取
り
組
み
、

産
業
振
興
へ
向
け
た
予
算
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
充
実
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

　
開
設
２
年
目
と
な
る
『
認
定
こ
ど
も
園
ド
・

レ
・
ミ
』
で
は
、
入
所
児
童
数
も
増
加
す
る

見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
新
冠
町
に
お
け
る

幼
児
教
育
の
推
進
と
と
も
に
子
育
て
し
や
す

い
環
境
も
整
っ
て
お
り
、
子
育
て
世
代
へ
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　
依
然
と
し
て
最
も
高
い
歳
出
構
成
比
を
占

め
て
い
る
公
債
費
に
お
い
て
は
、
対
前
年
度

９
・
２
％
、
９
３
0
0
万
円
減
額
し
て
お
り
、

こ
こ
数
年
財
政
の

硬
直
化
の
要
因
が

解
消
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

【歳
入
】

▼
町
民
税
啻
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

「
町
民
税
」、
「
固
定
資
産
税
」
、
「
た
ば
こ
税
」、

「
軽
自
動
車
税
」
な
ど
の
税
金
。

▼
繰
入
金
啻
積
立
金

（
貯
金
）
の
取
り
崩
し

　
金
や
他
の
会
計
か
ら
繰
入
れ
た
お
金
。

▼
地
方
交
付
税
啻
市
町
村
の
財
政
力
に
応
じ

　
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼
国
庫
支
出
金
啻
町
が
行
う
特
定
の
事
業
に

　
対
し
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼
道
支
出
金
啻
町
が
行
う
特
定
の
事
業
に
対

　
し
、
北
海
道
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼
町
債
啻
町
の
借
入
金

（
借
金
）
で
、
償
還

　
が
多
年
に
わ
た
る
も
の
。

【歳
出

（性
質
別
）
】

▼
人
件
費
啻
議
員
報
酬
、
職
員
給
与
な
ど
。

▼
扶
助
費
啻
高
齢
者
、
児
童
、
障
が
い
者
な

　
ど
に
対
し
て
行
う
支
援
の
た
め
の
経
費
。

▼
公
債
費
啻
町
の
借
金
を
返
す
た
め
の
経
費
。

▼
普
通
建
設
事
業
費
啻
道
路
や
公
共
施
設
の

　
整
備
に
必
要
な
経
費
。

▼
物
件
費
啻
交
際
費
、
賃
金
、
旅
費
な
ど
の

　
消
費
的
性
質
の
経
費
。

▼
補
助
費
啻
町
か
ら
他
の
団
体
に
対
し
て
支

　
払
う
経
費
や
報
償
費

（
講
師
謝
礼
金
）、
役

　
務
費

（
保
険
料
）
な
ど
の
経
費
。　

▼
繰
出
金
啻
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金

　
の
間
で
相
互
に
運
用
す
る
経
費
。

用

語

説

明

22年度21年度20年度19年度18年度17年度16年度

新冠町の財政の弾力性

【経常収支比率】

　財政構造上の弾力性を判断する指

標として用いられ、通常75％以内

におさまることが妥当と考えられて

おり、数値が高いほど財政が硬直化

していることになります。

平成22年度新冠町　　　  81.6%

平成22年度日高管内平均  83.5%

平成22年度全道町村平均  80.1%


